
醒壁〇〇〇〇 〇〇四国産
→子供たちに拍手→

とうとう、この一年間を振り返る時期と

なりました。ちょうど一年前、2月の末に

政府による緊急事態宣言が発令され、突然

学校が休業になりました。子供たちは3月

末の終業式、卒業式・修了式、 4月初めの

始業式・入学式の日以外は5月末までの3

か月を家で過ごすことになりました。戦時

中ですら子供たちは疎開をしながら学校に

通うことができました。子供たちはもちろ

ん、ご家庭も私たち教職員にとっても未だ

経験したことのか、ことでした。本来でし

たら満開の桜のもと、晴れ晴れしくスター

トする年度初めをどれだけ不安な気持ちで

過ごしたことでしょう。6月から分散登校

という形で学校が始まったときの子供たち

の表情の乏しい、緊張した姿は今でも忘れ

られません。

しかし、そのような状況の中でも、子供

たちは家庭で学校から持ち帰った教科ごと

の課題にしっかりと取り組み、学校のスタ

ートを待つことができました。各ご家庭の

並々ならぬご苦労があってのことだと思い

ます。

学校が再開されても例年行っていたあら

ゆる行事ができなく寄り、教室でも友達と

机を合わせることもなく、常に口はマスク

で覆われ、子供たちはどれだけ不自由であ

ったことでしょう。給食時間に全員が前を

向いて無言で食べている光景は今となって

は慣れましたが、今までの学校生活では考

えられないものでした。

学校はまず、子供たちの学習の保柾を第

一に考えました。3か月のブランクをどう

やってリカバリーしていくかが最大の課題

でした。次に子供たちの体力の回復も大切

な要因でした。学校最大の行事である運動

会を全面中止したのもこの二つの理由があ

校長 長谷川 修

りました。運動会を楽しみにされていた保

護者の皆様には大変申し訳なく思いました
が、それほど思い切った対応をせざるを得

ない状況であったと考えています。

おかげさまで学校再開後の8か月、子供

たちほ驚くべき吸収力で学習内容を身に付

け、 3か月のブランクを見事に埋めること

ができました。

今現在の開二小の子供たちをみると、こ

の状況の中でなんと遥しく成長したことか

と驚きます。スケジュールの変更が度重む

る中での柔軟な対応力、日々の生活の中で

自分を高めようとするための目標設定力、

そして、むんといってもこの一年、子供た

ちに一番付いた力は自主・自立の力ではむ

かったでしょうか。個別の学習、個別の活

動を余儀なくされた中で、自分の力で何と

かしていく力が自然とついてきています。

改めて本年度の子供たちの様子を見てい

ると多少大けさかもしれませんが無限の可

能性を感じます。今年この状況で発揮でき

た力は必ず来年度に十分に生かされること

と思います。

私は今年の開二小の子供たちの頑張りに

大きな拍手を贈ります。

-お知らせ-

①今年度同様、来年度に向けて全学年

での学級編成替えを行います。

②保護者の方のご要望もあり、全学年

にて普段の授業の様子とクラス集合

写真を業者に依頼し撮影し、販売い
たします。

③春休みは卒業生を除く全児童のタブ
レットパソコンを家庭保管といたし

ます。使用のルールをきちんと守っ

て各自で活用させてください。
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日 月 火 水 木 金 土 

1 朝会 2 クラス 3 朝学習 4 

クラブ 発表会 

5 集会 6 

安全指導 美化の日 
⑳①② 保護者会 

⑧遠足 

7 8 朝会 9 クラス 10 朝学習 11 読書 12 1 クラスi13 

委員会予備日 
⑥①お別れ 

演奏会 
(宣XDお別れ 演奏会 子ども会 

⑥③お別れ 演奏会 

⑥ミニ運動会 

重4 15 朝会 16 クラス 17 朝学習 18 読書 19lクラスi20 

クラブ予備日 

大掃除 美化の日 ⑥④お別一噸奏会 

(重源)⑤お別れ 

演奏会 

i 

春分の日 

21 22 朝会 23 クラス 24 25 26 27 

水曜時程 給食終了 

修了式 卒業式 春季休業開始 

28 

※予告なしの避難訓練があります。 

G沼)⑨④⑤⑥はそれ ぞれ学年を表しま す。㊦はあおきり学 級を表します。 

春休みの過ごし方

開二小生活指導部

いよいよ春休みが始まります。卒業や進級を迎える春休みは、事件事故の多い休みでもあります。

そこで、ご家庭で確認してもらいたいことをいくつか挙げさせていただきます。

・出かける時は防犯ブザーを持ち、行き先や遊ぶ友達、帰宅時間を伝えること。

・遊び場所を考えて遊ぶこと。

・お金やゲームなど大切なものを持って遊びにいかないこと。

以上のことを確認していただき、安全で楽しい春休みをお過ごしください。



学校評価アンケートの集計結果について

日頃より、本校の教育活動にご理解とご協力をいただき、ありがとうございます。 「学校評価アンケート」の結果がま

とまりましたので、お知らせいたします。ご協力に感謝申し上げます。

今後は、この結果を参考に、課題意識をもって改善に取り組み、本校の教育活動の充実に努めてまいります。
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1 

児童 先生は、自分がもっと知りたいと思うような授業をしてくれていますか。 漢 

保護者 学校は子供に学ぶ楽しさを感じさせる学習指導をしている。 i 

ア イ ウ 工 オ 

児童 262 154 26 7 / 
58% 34% 6% 2% / 

保護者 81 223 27 4 32 

22% 61% 7% 1% 9% 

児 童ア・イの合計 92%

保護者ア・イの合計 83%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2 

児童 授業では、大事なことは何かを考えながら学習していますか。 

保護者 子供は学習内容を理解している。 

ア イ ウ エ オ 

児童 229 191 24 5 

51% 43% 5% 1% 

保護者 82 230 45 3 7 

22% 63% 12% 1% 2% 

児 童ア・イの合計 94%

保護者ア・イの合計 85%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

3 

児童 授業では、友達や先生の話をよく聞き、自分の考えをまとめていますか。 

保護者 子供は授業で発表したり聞き合ったりすることを通して考えを深めている。 

ア イ ウ 工 オ 

児 童 254 156 35 4 

57% 35% 8% 0% 

保護者 88 203 32 7 37 

24% 55% 9% 2% 10% 

児 童ア・イの合計 92%

保護者ア・イの合計 79%

4 
児童 行事には、めあてをもって取り組んでいますか。 

保護者 子供は行事にめあてをもって取り組んでいる。 

ア イ ウ 工 オ 

児 童 270 130 38 11 / 
60% 29% 9% 2% / 

保護者 110 186 18 11 42 

30% 51% 5% 3% 11% 

児 童ア・イの合計 89%

保護者ア・イの合計 81%

30%



5 

児童 委貴会やふれあい班では、全体のことを考えて自分の力を発揮していますかo 

保護者 子供は他の学年の児童との交流を通して成長しているo 

ア イ ウ 工 オ 

児 童 182 138 83 46 

41% 31% 18% 10% 

保護者 88 174 51 18 36 

24% 47% 14% 5% 10% 

児童ア・イの合計 72%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保護 者ア・イの合計

71% 児童道徳の授業では、友達の意見や先生の話を聞いて自分の考えをもつことができましたかo 
6 

保護者 子供は道徳の授業を通して考えを深めているo 

ア イ ウ 工 オ 

児 童 306 108 30 5 

68% 24% 7% 1% 

保護者 63 187 38 7 72 

18% 51% 10% 2% 19% 

児童ア・イの合計 92%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保護 7 鷺蓄諾警講話謀る。 ! 

ヽ 

ア イ ウ 工 オ 

児童 296 116 27 10 

66% 26% 6% 2% / 
保護者 67 202 37 8 53 

18% 55% 10% 2% 15% 

児童ア"イの合計 88%

0% ∴∴∴ 20% 40% 60% 80% 100%

保護 者ア〃イの合計 73% 

8 

児童 先生は自分の話や思いを聞いてくれましたかo 

保護者 学校は、子供や保護者の思いに耳を傾けているo 

ア イ ウ エ オ 

児童 287 124 29 9 

64% 28% 6% 2% 

保護者 79 201 35 7 45 

22% 55% 9% 2% 12% 

児童ア・イの合計 92%

0% 20% 40% 60% 80% 100% 王

保護 9 

者ア註訂学芸自分は人のため琵琶講読蒜-‾‾…“‾‾“ 1 

ヽ 保護者子供は学校生活を通して自信や意欲を高めているo 

ア イ ウ 工 オ 

児童 187 165 62 35 

41% 37% 14% 8% 

保護者 96 206 38 5 22 

27% 56% 10% 1% 6% 

児童ア・イの合計 78%

保護者ア・イの合計 83%

保護者

0% 20% 40% 60% 80% 宣00%

8%

I

27%


